
書
道
部
卒
業
生
の
会

昭
和
26
年
、
故
河
田
一
臼
先
生
を

顧
問
と
し
て
発
足
し
た
朝
日
高
校
書

道
部
。
そ
の
後
、
顧
問
の
先
生
は
、

武
政
、
曽
我
、
後
神
（
直
）
先
生
に

引
き
継
が
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。一

臼
先
生
の
遺
作
展
を
開
こ
う

と
、
書
道
部
卒
業
生
有
志
が
中
心
と

な
っ
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
よ
り

幅
広
く

卒
業
生

の
ご
協

力
を
い

た
だ
こ

う
と
、

こ
の
集

い
を
計

画
し
ま

し
た
。

吹
奏
楽
部
・
弦
楽
合
奏
部
Ｏ
Ｂ
会

設
立
総
会

開
催
日

平
成
19
年
８
月
11
日

会
　
場

朝
日
高
校
同
窓
会
館

吹
奏
楽
部
は
昭
和
35
年
に
同
好
会

発
足
。昭
和
38
年
部
に
昇
格
し
ま
し
た
。

弦
楽
合
奏
部
は
平
成
３
年
同
好
会

発
足
。
平
成
６
年
部
に
昇
格
し
ま
し

た
。音

楽
を
通
じ
て
青
春
を
謳
歌
し
た

仲
間
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、
今
回

Ｏ
Ｂ
会
設
立
総
会
を
開
催
し
、
約
30

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
則
が
承
認
さ
れ
、
会
長
に
浮
田

実
（
昭
38
卒
）、
副
会
長
に
安
達
茂

（
昭
41
卒
）
佐

藤
美
和
子
（
昭

42
卒
）
を
選
出

し
ま
し
た
。

総
会
の
後
、

三
光
荘
ビ
ア
ガ

ー
デ
ン
に
繰
り

出
し
、
親
交
を

深
め
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
創
部
六
十
周
年
記
念

行
事創

部
六
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

に
あ
た
り
、
当
部
Ｏ
Ｂ
会
員
名
簿
の

改
定
発
行
を
お
こ
な
う
と
共
に
、
８

月
12
日
に
は
、
板
谷

校
長
・
e
祖
理
事
長

他
の
御
来
賓
と
八
十

数
名
の
Ｏ
Ｂ
会
員
の

出
席
に
よ
り
記
念
祝

賀
会
を
「
ピ
ュ
ア
リ

テ
ィ
ま
き
び
」
に
て

盛
大
に
開
催
し
ま
し

た
。ま

た
、
記
念
事
業
と
し
て
、
９
月

９
日
に
は
山
口
良
治
監
督
（
伏
見
高

校
Ｒ
Ｇ
監
督
・
あ
の
泣
き
虫
先
生
）

を
お
迎
え
し
、
第

一
合
併
教
室
を
お

借
り
し
て
オ
ー
プ

ン
参
加
方
式
で
、

「
熱
き
情
熱
を
求

め
て
」
と
題
し
た

記
念
講
演
を
行
な

い
ま
し
た
。

h

本
同
窓
会
も
創
立
90
周
年
記
念
館
で
あ

る
同
窓
会
館
に
独
立
し
た
常
設
の
事
務
局

を
設
立
し
て
、
は
や
10
年
余
経
過
し
ま
し

た
。母

校
で
は
新
校
舎
が
完
成
、
全
国
的
に

も
珍
し
い
独
立
し
た
図
書
館
を
配
し
た
新

校
舎
、
私
共
同
窓
生
に
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
百
周
年
記
念
館
、
重
厚
な
る
創

立
80
周
年
記
念
大
講
堂
と
調
和
し
た
素
晴

ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
当
番
学
年
で
あ
る
昭
和
30
年
、

40
年
、
50
年
、
60
年
、
平
成
７
年
の
各
卒

業
の
期
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
い
て
総
会

懇
親
会
等
の
諸
行
事
の
準
備
を
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。
特
に
若
い
学
年
の
皆
様
に
、

他
校
で
は
得
ら
れ
ぬ
歴
史
と
伝
統
あ
る
本

校
の
同
窓
会
の
諸
行
事
に
ご
参
加
頂
き
た

く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
11
月
17
日
に
は
新
校
舎
の
完
成

し
た
母
校
で
総
会
を
開
催
し
、
引
続
き
旧

国
際
ホ
テ
ル
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
お
誘
い
合
せ
の
上
、
多
数

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
会
で
は
「
同
窓
会
員
名
簿
」

第
43
号
の
発
行
の
準
備
を
着
々
と
進
め
て

お
り
ま
す
。
ご
協
力
、
ご
購
入
頂
き
ま
す

よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
18
年
11
月
18
日
g
、
第
２
回
母
校

交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。昼

頃
か
ら
小
雨
の
ぱ
ら
つ
く
肌
寒
い
日

で
し
た
が
、
階
段

校
舎
を
歩
く
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
と
名

残
惜
し
そ
う
に
ゆ

っ
く
り
散
策
す
る

人
、
百
周
年
記
念

館
ラ
ウ
ン
ジ
で
買

物
を
し
た
り
く
つ

ろ
ぐ
人
、
各
イ
ベ

ン
ト
を
回
る
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

★
総
　
会

総
会
は
午
後
４
時
か
ら
、
京
浜
同
窓

会
・
近
畿
同
窓
会
か
ら
来
賓
を
お
迎
え

し
、母
校
の
大
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
・
校
長
・
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
同

窓
会
理
事
長
か
ら
会
務
の
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
、
中

山
善
弘
先
生
の
指
揮
に
よ
り
、
一
中
・
二

女
・
朝
日
高
校
の
校
歌
を
高
ら
か
に
合
唱

し
ま
し
た
。

★
音
楽
祭

午
後
１
時
か
ら
は
大
講
堂
で
、
音
楽
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
は
、
母
校
管

弦
楽
団
に
よ
る
演
奏
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
歌
劇

「
魔
笛
」
序
曲
そ
の
他
を
み
ご
と
に
演
奏

し
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

の
生
徒
が
高
校
に
入
っ
て
か
ら
新
し
い
楽

器
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
す
ば
ら
し

い
上
達
ぶ
り
で

す
。音

楽
祭
第
２
部

は
、
49
卒
の
有
志

が
「
私
た
ち
の
文

化
祭
」
と
銘
打
っ

て
音
楽
演
奏
を
し

ま
し
た
。

ジ
ャ
ズ
、
フ
ラ

メ
ン
コ
ギ
タ
ー
に

歌
な
ど
。
学
生
時
代
を
思
い
出
し
て
、
手

拍
子
と
声
援
に
満
ち
た
楽
し
い
催
し
に
な

り
ま
し
た
。

★
二
女
創
立
70
周
年
を
祝
う

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
＆
ト
ー
ク

昭
和
11
年
に
二
女
が
誕
生
し
て
70
周
年

と
な
っ
た
昨
年
、

当
時
の
写
真
を
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に

し
て
、
各
期
か
ら

の
生
の
声
で
思
い

出
を
綴
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
岡
山
の
学
習
院
」

と
呼
ば
れ
た
話
。

制
服
や
戦
中
の
動
員
の
話
、
空
襲
後
の
学

校
生
活
。
戦
後
は
、
英
語
の
勉
強
、
原
語

で
の
合
唱
。
ま
た
、
男
女
共
学
で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
等
々
。
最
後
に
二
女
校
歌
を
高
ら

か
に
歌
い
ま
し
た
。

会
の
終
了
後
は
、
各
期
で
テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
茶
話
会
。
学
生
時
代
の
思
い
出
に

浸
り
、楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

★
特
別
授
業

万
葉
・
古
今
・
新
古
今
を
巡
る
日
本
の
叙

情
性い

た
だ
い
た
資
料
に
は
「
万
葉
・
古

今
・
新
古
今
」
の
名
歌
が
ず
ら
り
！
そ
し

て
、
緻
密
な
解
説
。
そ
し
て
、
岡
田
恭
雄

先
生
（
昭
和
45
年
〜
60
年
在
職
）
の
登
場
。

「
当
時
教
わ
っ
た
同
窓
生
は
張
り
の
あ
る

お
声
が
社
会
科
教
室
に
響
い
た
と
き
、
す

っ
か
り
『
あ
の
こ
ろ
』
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
に
こ
や

か
に
授
業
を
進

め
ら
れ
る
岡
田

先
生
と
プ
リ
ン

ト
を
交
互
に
な

が
め
な
が
ら
、

ひ
と
と
き
幸
せ

な
気
分
に
浸
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
岡
田
先

生
に
感
謝
！

同窓会理事長
w祖日出夫

理
事
長
挨
拶

校
内
イ
ベ
ン
ト

平成18年12月3日
岡山ロイヤルホテル 43名


